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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２９年７月２０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 乗組員負傷 

発生日時 平成２８年８月２５日 ２３時２０分ごろ 

発生場所 福井県坂井市雄
お

島北西方沖 

 雄島灯台から真方位３０５°１１.０海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３６°２１.４′ 東経１３５°５６.０′） 

事故の概要  漁船第二海
かい

幸
こう

丸は、操業中、甲板員１人が揚網機に巻き込まれて負

傷した。 

事故調査の経過  平成２８年９月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第二海幸丸、８５トン 

 １２８９３９、共和水産株式会社 

 ４０.６９ｍ×６.１０ｍ×３.００ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、６６９kＷ、昭和６３年４月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５４歳 

 四級海技士（航海） 

  免 許 年 月 日 昭和５９年７月２０日 

  免 状 交 付 年 月 日 平成２６年８月２０日 

  免状有効期間満了日 平成３１年８月１９日 

甲板員Ａ 男性 ５７歳 

 海技免状等 なし 

 死傷者等 重傷 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北東、風力 ４、視界 良好 

海象：波高 約１.０ｍ 

 事故の経過  本船は、大中型まき網漁業に従事する灯船で、船長及び甲板員Ａほ

か５人が乗り組み、網船１隻及び運搬船１隻の３隻で船団を構成し、

雄島北西方沖において、平成２８年８月２５日２２時３０分ごろ操業

を開始した。 

 船長は、操舵室で操船し、甲板員Ａ及び乗組員１人を前部甲板に、

乗組員２人を中部甲板右舷側に配置し、‘網船が網の荷重で右舷側に

傾斜して漁網の中に入り込まないように左舷方に引く作業’（以下



- 2 - 

「裏こぎ作業」という。）を行う目的で、網船に接近した。 

 本船は、甲板上の乗組員が、浮揚性の合成繊維ロープ（直径約６０

mm、長さ約３００ｍ、以下「本件ロープ」という。）を網船に渡そう

と本件ロープを繰り出したが、渡すことができず、再度やり直すこと

になった。 

 甲板員Ａは、船長が無線通信機で、網船にいる漁労長に裏こぎ作業

が遅れることを報告している間に、海面上の本船から繰り出した本件

ロープを回収しようと‘揚網機’（以下「Ｖローラ」という。）を始動

した。 

 甲板員Ａは、Ｖローラの進入側（前方）に立ち、本件ロープをＶロ

ーラの上から押し込んで挟み込ませようとしていたところ、Ｖローラ

に着用していた救命胴衣を巻き込まれ、続いて上半身を巻き込まれ、

右舷側で船首方を見ていた乗組員に声を掛けて助けられた。 

 船長は、漁労長への報告を終えて船内指令装置で本件ロープの回収

を指示した後、操舵室下の階段まで自力で来た甲板員Ａの報告により

本事故の発生を知り、操業を中止して救急車を要請し、海上保安庁に

通報した。 

 本船は、金沢港に帰港し、甲板員Ａが、救急車により病院に搬送さ

れ、多発肋骨
ろっこつ

骨折と診断されて１１日間入院した。 

（付図１ 事故発生場所概略図、写真１ 本船、写真２ Ｖローラ周

辺、写真３ Ｖローラ、写真４ Ｖローラ取扱説明書の写真 参

照） 

 その他の事項  Ｖローラは、回転する直径約２５cm の円筒形ゴムローラ２個で網

やロープを挟んで引き込むもので、操作レバーがゴムローラの船首方

にあった。 

 Ｖローラの取扱説明書によれば、作業時の注意として、写真ととも

に次のとおり記載されている。 

・揚網機に網を掛けるときは、ヒモ等を利用して揚網機の後方から

引くようにしてください。前方から押し込むようなことは、絶対

にしないで下さい。巻き込まれる恐れがあります。（別紙写真参

照） 

・揚網中に揚網機の前方（網の進入側）では、決して作業をしない

で下さい。巻き込まれ事故の恐れがあります。 

 船長は、Ｖローラの操作に関して、２人以上で行い、１人が操作レ

バーにつき、もう１人が本件ロープの途中部分を折り曲げて輪の部分

をローラにあてて挟み込ませるようにと乗組員に指示していた。 

 本船は、ふだんから、船長が、船内指令装置で本件ロープの回収を

指示した後、甲板上の乗組員がＶローラを操作することになってい

た。 

 本船は、Ｖローラの排出側（後方）にかごを隣接させていたので、
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ふだん、本件ロープを回収する際、乗組員１人が、Ｖローラの操作レ

バーでゴムローラの回転を微速に操作し、他の乗組員１人がＶローラ

の前方で本件ロープを挟み込ませてかごの周囲に移動した後、ゴムロ

ーラの回転を増速してかごの中に回収していた。 

 本船は、操業時、本件ロープを網船に渡す作業に失敗することはほ

とんどなかった。 

 甲板員Ａは、ふだん失敗することのない作業をやり直すこととな

り、船団に迷惑をかけると思い、作業の遅れを取り戻そうと気の焦り

を感じていた。 

 甲板員Ａは、本船でＶローラの操作を約１４年行っており、本件ロ

ープを挟み込ませるだけならば１人でできると思った。 

 甲板員Ａは、Ｖローラの取扱説明書に記載された注意事項等を読ん

でいなかった。 

 甲板員Ａは、本事故時、健康状態が良好で、カッパ上下、ヘルメッ

ト、長靴、ゴム手袋及び救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

 本船は、雄島北西方沖において、船団を構成して操業中、甲板員Ａ

がＶローラに本件ロープを挟み込ませる際、１人で回転させたＶロー

ラの前方に立ち、Ｖローラの上から本件ロープを押し込んで挟み込ま

せようとしたことから、着用していた救命胴衣及び上半身がＶローラ

に巻き込まれて負傷したものと考えられる。 

 甲板員Ａは、船長から、Ｖローラで本件ロープを挟み込ませる際に

は、１人がＶローラの操作レバーにつき、もう１人がＶローラに本件

ロープを挟み込む作業に当たるように指示されていたものの、次のこ

とから、１人で回転させたＶローラの前方に立ち、Ｖローラの上から

本件ロープを押し込んで挟み込ませようとしたものと考えられる。 

 (1) 甲板員Ａは、ふだん失敗することのない作業をやり直すことと

なり、船団に迷惑をかけると思い、気の焦りを感じていたこと。 

 (2) 甲板員Ａは、Ｖローラの操作を約１４年行っており、本件ロー

プを挟み込ませるだけならば１人でできると思ったこと。 

 (3) 本船では、Ｖローラに本件ロープを挟み込む作業に当たる乗組

員が、Ｖローラの前方で同作業を行っていたこと。 

 (4) 甲板員Ａは、Ｖローラの取扱説明書に記載された注意事項を読

んでいなかったこと。 

原因  本事故は、夜間、本船が、雄島北西方沖において、船団を構成して

操業中、甲板員Ａが、Ｖローラに本件ロープを挟み込ませる際、１人

で回転させたＶローラの前方に立ち、Ｖローラの上から本件ロープを
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押し込んで挟み込ませようとしたため、着用していた救命胴衣及び上

半身がＶローラに巻き込まれたことにより発生したものと考えられ

る。 

参考  船舶所有者は、本事故後、Ｖローラへの巻き込まれ事故を防止する

目的で次の措置を講じた。 

 (1) Ｖローラを電動キャプスタンに更新することとした。 

 (2) 社内報「安全レポート」を作成し、本事故当時の状況図及びＶ

ローラの操作にあたる際の遵守事項を概略以下のように記して

注意喚起した。（図１参照） 

  ①Ｖローラの作業は必ずオペレータと２人以上で実施する。 

  ②ローラの回転の巻き込み方向には立たない。 

  ③Ｖローラ等の周囲の安全確認を必ず実施すること。 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故当時の状況 

 今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・甲板機械の使用に当たっては、取扱説明書を熟読するとともに、

記載されている注意事項を厳守すること。 
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付図１ 事故発生場所概略図 
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坂井市 
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事故発生場所 

（平成２８年８月２５日  

２３時２０分ごろ発生） 
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写真１ 本船          写真２ Ｖローラ周辺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３  Ｖローラ       写真４ Ｖローラ取扱説明書の写真 
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Ｖローラの前方 

Ｖローラ操作レバー 

Ｖローラの前方 

船首方 

本件ロープ 

右舷 

船尾方 

ゴムローラ 

船首方 船尾方 回転方向 


